
　

２
０
１
４
年
４
月
１
日

効
力
開
始
の
個
人
賠
償
責

任
共
済
の
継
続
と
新
規
募

集
の
時
期
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
掛
金
は
年
間
１

０
０
０
円
で
賠
償
額
は
１

億
円
、
示
談
代
行
付
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
本
人
の
加
入

で
、
生
計
を
共
に
す
る
同

居
家
族
と
別
居
の
未
婚
の

子
ま
で
補
償
の
範
囲
に
入

っ
て
お
り
、
家
族
全
員
守

っ
て
く
れ
る
の
で
す
。

　

近
年
自
転
車
事
故
も
増

加
し
て
お
り
、
昨
年
７
月

に
は
神
戸
地
裁
で
、
当
時

11
歳
の
少
年
に
対
し
て
過

去
最
高
額
約
９
５
２
０
万

円
の
賠
償
を
命
ず
る
判
決

も
出
さ
れ
ま
し
た
。
年
１

回
の
募
集
時
期
を
逃
さ

ず
、
日
常
生
活
に
お
け
る

賠
償
事
故
に
備
え
ま
し
ょ

う
。
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■
「
海
賊
と
よ
ば
れ
た
男
」
を
読
ん
で
感

動
し
ま
し
た
。
仕
事
で
つ
か
れ
た
時
は
、

思
い
出
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
感
動

こ
そ
人
を
動
か
す
！

 

谷
口　

善
雄
（
堺
市
職
労
）

■
定
年
延
長
で
も
生
涯
賃
金
が
上
が
ら
な

い
の
な
ら
、
５
年
分
タ
ダ
働
き
じ
ゃ
な
い

か
。
そ
ん
な
こ
と
、
労
働
者
と
し
て
決
し

て
許
せ
な
い
。

 

丸
山　

晋
樹
（
吹
田
水
道
労
組
）

■
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
給
料
は
あ
ま
り

上
昇
し
ま
せ
ん
。
定
年
ま
ぢ
か
な
人
は
、

昇
給
な
し
。
年
金
支
給
年
齢
は
上
が
る

し
、
生
活
は
苦
し
く
な
り
ま
す
ね
。
寝
屋

川
市
職
労
野
球
部
、
優
勝
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

 

土
橋　

和
三
（
富
田
林
市
職
労
）

■
ど
ん
ど
ん
働
き
に
く
い
環
境
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
自
分
の
目
の

前
に
あ
る
仕
事
は
何
と
か
こ
な
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

乗
鞍　

弘
仁
（
東
大
阪
市
職
労
）

■
し
ば
ら
く
選
挙
も
な
く
自
民
党
の
暴
走

は
誰
も
止
め
ら
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

 

上
野　

義
弘
（
大
阪
府
職
労
）

■
民
意
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
遠
の
く
強
行
国

会
、
暴
走
を
止
め
ら
れ
る
の
が
、
民
の

声
。

 

久
米　

盛
次
（
東
大
阪
市
職
労
）

　

ワ
ク
内
に
今
年
の
エ
ト
（
ウ

マ
年
）
に
ち
な
ん
で
14
か
所
の

馬
の
イ
ラ
ス
ト
が
入
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
部
分
は
意
味
に
関
係

な
く
ウ
マ
ま
た
は
バ
と
読
み
替

え
て
く
だ
さ
い
。
ク
ロ
ス
を
解

い
た
の
ち
、
Ａ
〜
Ｍ
の
ア
ル
フ

ァ
ベ
ッ
ト
順
に
並
べ
て
で
き
る

言
葉
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

（
タ
テ
と
ヨ
コ
で
読
み
方
が
異

な
る
個
所
も
あ
り
ま
す
）

 

出
題
者
：
山
本
汎
昭
さ
ん

タ
テ
の
カ
ギ

❶ 

出
産
を
助
け
産
婦
を
世
話
す

る
女
性

❷
王
を
主
権
と
す
る
国

❸ 

庭
園
や
鉢
植
え
に
植
え
て
あ

る
木

❹
激
し
く
の
の
し
る
こ
と

❺ 

思
い
出
が
○
○
○
○
○
の
如

く
駆
け
巡
る

❻ 

誰
の
○
○
で
も
あ
り
ゃ
し
な

い
10
凍
結
さ
せ
た
○
○
○
○
食
品

11
ウ
ナ
ギ
を
養
殖
す
る
こ
と

12 

事
故
の
○
○
○
へ
向
か
う
。

○
○
○
検
証

14
空
中
爆
撃
の
略

15 

必
要
以
上
な
親
切
心
。
○
○

○
○
○
な
が
ら
申
し
上
げ
る

16 

江
戸
間
よ
り
畳
の
大
き
さ
が

大
き
い

17
今
が
○
○
○
の
新
鮮
な
野
菜

18
扉
。
自
動
○
○

21 

す
ぐ
見
す
か
さ
れ
る
浅
は
か

な
猿
○
○
○

24 

精
神
的
外
傷
を
表
す
ギ
リ
シ

ャ
語

26 

わ
き
目
も
ふ
ら
ず
○
○
○
○

○
の
如
く
働
く

27 

新
鋭
・
○
○
○
入
り
乱
れ
て

の
熱
戦

29
モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
の
略

30 

く
ら
べ
る
も
の
。
○
○
○
な

き
宝

31
年
魚
・
香
魚
と
も
書
か
れ
る

32
３
割
３
分
３
○
○
の
打
率

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶ 

人
間
万
事
○
○
○
○
○
○
○

❺ 

粗
末
な
つ
く
り
か
た
。
○
○

○
濫
造

❼
石
の
○
○
に
も
三
年

❽ 

特
別
に
安
く
売
る
こ
と
。
○

○
○
○
品

❾
生
ま
れ
出
た
土
地

13
○
○
同
音
に
反
対
を
唱
え
た

14 

無
益
な
議
論
。
机
上
の
○
○

○
○

16 

か
え
り
み
ち
。
○
○
に
立
ち

寄
る

17 

才
知
の
極
め
て
優
れ
た
子
ど

も
19 

母
に
代
わ
っ
て
子
を
養
育
す

る
女

20 

日
本
酒
で
も
○
○
○
○
で
も

お
好
み
の
物
を
ど
う
ぞ

22 

あ
ば
れ
く
る
う
馬
、
気
性
の

荒
い
馬

23 

バ
ッ
ト
に
軽
く
当
て
ボ
ー
ル

を
転
が
す
打
法

25 

お
爺
さ
ん
は
山
へ
○
○
刈
り

に
…

27
老
い
ら
く
の
○
○

28 

雄
ロ
バ
と
雌
馬
と
の
間
の
雑

種
30 「
軽
い
」の
○
○
○
は
形
容
詞

で
あ
る

31
人
を
○
○
で
使
う

32 

古
い
映
画
・
歌
・
流
行
な
ど

の
再
演
・
復
活

33
沈
黙
は
金
、
○
○
○
○
は
銀

34 
生
き
て
い
る
馬
。
○
○
○
○

の
目
を
抜
く

11
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
１
３
年
11
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
セ
カ
イ

ノ
タ
カ
ラ
キ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
」
で
し

た
。
各
職
場
か
ら
17
通
の
解
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
つ
ぎ
の
５
人
の
み

な
さ
ん
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま

す
。（
敬
称
は
省
略
）

▼
上
野
義
弘
（
大
阪
府
職
労
）
▼
道

井
紫
（
岸
和
田
市
職
労
）
▼
中
瀬
恵

子
（
松
原
市
職
労
）
▼
久
米
盛
次

（
東
大
阪
市
職
労
）
▼
西
島
美
智
子

（
枚
方
市
職
労
）

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に
「
解
答
」「
所
属
組

合
名
」「
氏
名
」「
住
所
」
を
書
い

て
、
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ

の
余
白
に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の

で
き
ご
と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書

き
添
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し

い
で
す
。
正
解
者
の
中
か
ら
10
人

に
図
書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
ハ

ガ
キ
は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙

面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

送
付
先

〒
５
３
０
―
０
０
４
１
大
阪
市
北

区
天
神
橋
１
丁
目
13
―
15　

大
阪

グ
リ
ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治

労
連
「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲

間
」
編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
２
月
28
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１

４
年
３
月
号
の
紙
面
に
掲
載

「個人賠償責任共済」
年間掛金1,000円で

賠償額1億円

11月号の解答
「セカイノタカラキュウジョウ」
オ ジ キ 　 チ ユ ウ コ
ヤ マ カ ジ 　 ミ 　 ウ
カ ン 　 ヨ ジ 　 ノ ブ
タ 　 コ ウ シ エ ン 　
　 マ ン シ ヨ ン 　 タ
ハ ジ 　 キ ラ 　 タ イ
カ 　 シ 　 ギ ヨ ラ イ
セ イ ラ イ 　 コ イ ン

　12月８日浪切ホールで「第３回全国給
食シンポジウム」と学校・保育所給食の
展示が行われ、全国から274人の参加が
ありました。大阪自治労連からも多数参
加するとともに、府内各市教育委員会関
係者なども参加しました。
　講演では、吉原ひろこ氏（食育・料理
研究家）が「給食を豊かで安全な、そし
てステキなものにするために」と題して
全国約400校の学校給食現場を訪問し、
食べ歩いた経験をもとに「作る調理員、

食べる子どもたちがつながり、思いがあ
れば伝わる」と調理員、栄養士の実践を
映像とともに報告しました。
　パネルディスカッションでは、保護者
からアレルギーを持つ子どもの給食で学
校、教育委員会への要望で改善された報
告や調理員から「わが子に食べさせる思
いで、日々の調理に励んでいる。公務労
働者だからこそできることがある」など
それぞれの立場から給食に対する思いや
実践報告がされました。参加者には岸和

田市職労から試食の提供もさ
れ、大変喜ばれました。

岸
和
田
市
職
労
の
調
理
員
が

提
供
し
た
給
食　
　
　
　
　

岸和田市で第３回全国給食シンポ開催

試食の提供で喜ばれる
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